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トヨタ自動車株式会社　顧問

石坂 芳男
新日本製鐵株式会社　代表取締役副社長
（総務・人事・環境・システム担当）

進藤 孝生
ラッセル・レイノルズ・アソシエイツ・ジャパン・インク

マネージング・ディレクター

安田 結子
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安田 結子 ○ラッセル・レイノルズ・アソシエイツ・ジャパン・インク　マネージング・ディレクター

2004年より日本支社代表。1993年入社以降、ソフトウェア、テレコム、半導体、インターネット等の
すべてのハイテク関連プロジェクトに参加。クロスボーダーのCEOサーチなども多く手がける。また、
インダストリー、ヘルスケア、消費財、マーケティング、プライベートエクイティ分野での経験も豊富。
ラッセル・レイノルズ入社前は、日本IBMにて、SEとして社内情報システムの構築を担当。その後、
ブーズ・アレン・ハミルトンのニューヨーク本社、東京事務所においてハイテク企業を主対象としたコ
ンサルティング活動を行う。一橋大学社会学部卒業。カリフォルニア大学ロサンゼルス校(UCLA) 経
営学修士(MBA)。

石坂 芳男 ○トヨタ自動車株式会社　顧問

一橋大学法学部卒。１９６４年トヨタ自動車販売（現：トヨタ自動車）に入社。１９９６年米国トヨタ社
長就任。帰国後の２００１年トヨタ自動車取締役副社長に就任。退任後 3 年間同社相談役、２００８年
同社顧問に就任。２００５年より３年間日本ＡＢＡＣ委員を務める。現在は日野自動車株式会社の社外監
査役、ローランド･ベルガー社のシニア･アドバイザーを務める。

小松　 章 ○武蔵野大学政治経済学部　教授

一橋大学商学部卒業、一橋大学大学院商学研究科修士課程修了。埼玉大学経済学部教授、一橋大学
大学院商学研究科教授を経て現職。現在、日本学術振興会経営問題委員会委員長。日本財務管理学
会副会長。経営哲学学会理事。著書『株式会社金融の理論』『企業の論理』『企業形態論』他、多数。

進藤 孝生 ○新日本製鐵株式会社　代表取締役副社長
　（総務・人事・環境・システム担当）

1973 年一橋大学経済学部卒。同年新日本製鐵に入社。主に本社・製鐵所の総務、人事、企画関係
業務に従事。1982 年ハーバードビジネススクール（ＭＢＡ）卒業。2005 年取締役経営企画部長、
2007 年執行役員総務部長、2009 年代表取締役副社長。現在に至る。日本経団連環境安全委員
会地球環境部会長。公益財団法人新日鉄文化財団代表理事。

パネリスト

司　会

これからの世界と日本の経営
　情報の量と多様性が増す社会の中で、解決すべき課題を発
見して主体的に取り組める人材が経営の現場では求められて
います。武蔵野大学政治経済学部では、平成24年4月に経
営学科を新たに設立し、そのような社会的要請に対して、経営
に関する知識の習得のみならず、高い経営倫理を身につけ、
企業活動を通じて社会に貢献する人材の養成を目指します。
　本シンポジウムでは、企業活動の中でもとりわけ世界を視野
に入れたビジネスの問題を、海外事業に携わる経験をお持ちの

3名の実務家をお招きして、パネルディスカッション形式で検討
します。グローバルな事業活動からどのような問題が生じ、そ
の解決に対し組織や個人に何が求められているのかを、議論を
通じて探っていきたいと思います。そこでの内容は、国際社会
の中で求められる考え方や行動であり、新設する経営学科が取
り組むことを期待される問題でもあります。それに応える教育
研究活動を展開するべく、政治経済学部、とりわけ経営学科は
努力して参ります。

●司会の小松教授より、本シンポジウムの趣旨説明

●各パネリストより「これからの世界と日本の経営」に関するスピーチ

●フロアの質問を含めた全体でのディスカッション

シンポジウム内容

政治経済研究所

042-468-8591
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